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毎　月　10　日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

町の　人　口
（57年8月末現在）
人　口　　　　28，597人

男　　　　　13，955人
女　　　　14，642人

世帯数　　　9，103世帯
（8月異動）

転入190人　　出生　42人
転出128人　　死亡12人

チ　ビ　ッ　子の歌や踊　り　に笑顔
9月15日は「敬老の日」、永年家族や社会のために働いてこられたお年寄の長寿を祝い、長
いご苦労に対して感謝する日です。水巻町内でも各地区で敬老会が催されました。ここ猪熊区
でも公民館にいっぱいのお年寄を迎えて、民謡や折りでおもてなし－。楽しい一日でした。
なお、町内最高令者の大根キヌヨ（101歳）さんは、9月16日亡くなられました。つつしんで
ごめい福をお祈りいたします。

（町内の90歳以上の方）

熊
熊
地
二習

猪
猪
高
言

女
女
男
女

6　6　5　5

9　9　9　9

ツ
ケ
郎
ヨ

エ
タ
次
ツ
正
シ

部
川
塚
徳

山
早
鬼
行

地
熊
二
熊

田は

　

田

ずみ
猪
吉
猪

徳岡　貞喜94男　　頃　　　末久保田アツサ92女
小河　仙一93男　　みずほ団地　浜田　シメ92女
水町　タマ93女　　　　机　　　柴田　栄弥90男
鬼塚ハジメ93女 下 豊澤　　潔90男
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運
動
す
る
人
、
し
な
い
人

〝
1
0
歳
″
　
も
の
体
力
差

－スポーツの秋－

韓を恕見よう
左
の
グ
ラ
フ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

ふ
だ
ん
か
ら
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し

て
い
る
人
と
、
し
て
い
な
い
人
の
体

力
差
は
予
憩
以
上
に
大
き
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

例
え
ば
、
四
十
～
四
十
四
歳
の
男

子
で
「
運
動
を
し
な
い
」
人
の
体
力

テ
ス
ト
の
合
計
点
は
、
五
十
～
五
十

四
歳
の
「
ほ
と
ん
ど
毎
日
運
動
す
る

」
人
の
合
計
点
に
は
ば
等
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
十
～
四
十
四
歳
の
「
ほ

と
ん
ど
毎
日
運
動
す
る
」
男
子
は
、

「
運
動
を
し
な
い
」
三
十
～
三
十
四

歳
を
や
や
上
回
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
男
子
の
場
合
、
運
動
す

る
人
と
し
な
い
人
と
で
は
十
歳
程
度

の
体
力
差
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
す

一
万
、
女
子
の
場
合
も
、
両
者
の

間
に
十
～
五
歳
ぐ
ら
い
の
差
が
あ
り

ま
す
。
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と

し
な
い
と
で
は
、
こ
の
よ
う
な
体
力

の
差
と
な
っ
て
表
れ
る
の
で
す
。

と
い
っ
て
、
悲
観
す
る
ほ
ど
の
こ

トの合計点運動・スポーツの実施状況別体力テス

●一一1●ほとんど毎日（週3～4日以上）
▲‾‾一一一▲ときどき（週1～2日程度）
℡－車ときたま（Ｈｌ～2日程度）
、1し　　－・し　ない

50雪5傾）！：

30　35　40　45

34　39　44　49　54　59

運動実
施状況

30　35　40　45

34　39　44　49　54　59

く資料〉文語路　昭和55年度「体か逆鞘巨力舶報告軋

（点）

90

80

70

60

50

ｒ、、

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
言
え
ば
、

十
歳
程
度
の
体
力
差
は
運
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
本
人
の
努
力

し
だ
い
で
十
分
に
取
り
戻
せ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
要
は
、
自
分
の
体
の

調
子
を
知
っ
て
、
今
日
か
ら
で
も
運

動
を
始
め
、
継
続
す
る
こ
と
が
先
決

で
す
が
、
体
力
測
定
評
価
と
運
動
学

の
専
門
家
で
あ
る
文
部
省
・
主
任
教

科
書
調
査
官
の
白
丸
哲
也
さ
ん
は
、

次
の
よ
う
に
詰
し
て
い
ま
す
。

体
力
づ
く
り
は

ま
ず
歩
く
こ
と
か
ら

「
運
動
す
る
と
い
っ
て
も
、
こ
と

さ
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
た

り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ウ
ェ
ア
ー
で

構
え
た
り
す
る
こ
と
を
最
初
か
ら
考

え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
の

中
で
、
毎
日
続
け
ら
れ
る
運
動
か
ら

始
め
る
こ
と
が
、
長
涜
き
さ
せ
る
た

め
に
は
一
番
い
い
の
で
す
。
そ
れ
に

は
、
ま
ず
歩
く
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ

楽
し
さ
を
再
発
見
し
て
み
ま
し
ょ
う

あ
な
た
の
ペ
ー
ス
で
一
日
一
万
歩
を

目
指
し
た
い
で
す
ね
」

体
力
づ
く
り
は
ま
ず
歩
く
こ
と
か

ら
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
い
ま
ま
で

運
動
を
し
て
い
な
か
っ
た
人
が
、
急

に
思
い
立
っ
て
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め

た
り
す
る
と
体
を
こ
わ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
長
続
き
し
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
そ
れ
は
歩
く
と

い
う
〝
運
動
の
基
本
″
を
マ
ス
タ
ー

し
て
い
な
い
か
ら
だ
と
、
日
丸
さ
ん

は
話
し
て
い
ま
す
。

（

「
歩
く
こ
と
が
習
慣
づ
い
て
、
苦

に
な
ら
な
く
な
っ
た
ら
、
少
し
ず
つ

歩
行
速
度
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。
例

え
ば
、
歩
い
て
ハ
ア
ハ
ア
、
ド
キ
ド

キ
す
る
く
ら
い
の
運
動
の
強
さ
を
増

し
て
い
く
と
、
体
力
づ
く
り
に
一
段

と
効
果
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

す
」こ
う
し
て
歩
く
運
動
を
〝
卒
業
″

し
て
か
ら
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
に
移

っ
て
い
く
の
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
あ
な
た
も
歩
く
こ
と
の
楽
し
さ

を
再
発
見
し
、
一
万
歩
を
目
指
し
ま

せ
ん
か
。

平
均
ス
ポ
ー
ツ
時
間

平
日
4
分
、
日
曜
日
〓
分

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
人
も
し
な
か
っ

た
人
も
含
め
た
、
全
体
の
一
日
当
た

り
平
均
ス
ポ
ー
ツ
時
間
を
み
ま
す
と

平
日
で
四
分
、
日
曜
日
で
十
一
分
と

い
う
の
が
実
情
で
す
。

健
康
で
豊
か
な
生
活
を
築
い
て
い

く
土
台
と
な
る
も
の
　
－
　
そ
れ
は
あ

な
た
の
体
力
で
す
。
い
ま
す
ぐ
、
体

力
つ
く
り
を
心
が
け
ま
せ
ん
か
。
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1
0
月
1
日
は
「
法
の
日
」
で
す

1

法

ま

も

る

ー

　

心

が

築

く

ー

　

よ

い

社

会

民
主
主
義
の
社
会
に
お
い
て
は
、
個

人
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
自
由
は
、
各
人
が
勝
手
気
ま
ま

に
振
る
舞
う
自
由
を
意
味
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
人
々
も
自
分
と

同
じ
だ
け
の
自
由
を
持
っ
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
す
べ
て
の
人
の
自
由
が
平
等

に
尊
重
さ
れ
る
よ
う
、
各
人
の
自
由
の

共
存
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

〝
法
″
は
、
こ
の
よ
う
な
各
人
の
自

由
の
共
存
を
図
る
た
め
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
法
の
重
要
性
を
皆
さ
ん
方
に
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
制
定
さ
れ
た
の

が
十
月
一
日
の
「
法
の
日
」
で
す
。

福
岡
法
務
局
北
九
州
支
局
（
北
九
州

市
小
倉
北
区
域
内
五
－
三
）
で
は
、
十

月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
「
法
の
日
」

週
間
中
、
毎
日
（
土
曜
日
の
午
後
及
び

日
曜
日
を
除
く
）
　
「
法
務
行
政
相
談
所

」
を
開
設
し
て
、
法
律
・
人
権
問
題
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ポ　ン　プ車操法県大会

水巻町消防団第　4　位入賞

へ

消
防
ポ
ン
プ
の
操
作
と
節
度
、
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
消
防
ポ

ン
プ
操
法
県
大
会
が
九
月
十
二
日
、
宗
像
郡
福
間
町
の
福
岡

県
消
防
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
巻
町
消
防
団
チ
ー
ム
は
、
遠
賀
郡
の
代
表
と
し
て
出

場
。
突
風
が
吹
き
砂
塵
が
舞
う
恵
天
候
の
中
、
県
下
精
鋭
二

県大会で皐ビ牛ビした態度でポンプ車操法を披露する

水巻町消防団チーム

十
五
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
腕
を
競
い
合

い
、
激
戦
の
末
水
巻
町
消
防
団
チ
ー
ム

は
堂
々
四
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
過
去
入
賞
の
最
高
で
す
。

こ
れ
も
都
大
会
か
ら
七
十
数
日
間
の
猛

訓
練
の
成
果
だ
と
選
手
、
他
団
員
一
同

革
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
の
消
防
活
動

の
は
げ
み
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

∧
上
位
入
賞
団
体
∨

一
位
　
古
賀
町
消
防
団
　
1
8
6
・
7
6

二
位
　
福
間
町
消
防
団
　
皿
・
8
0

三
位
　
都
珂
川
町
消
防
団
1
8
3
・
8
0

四
位
　
水
巻
町
消
防
団
　
1
7
9
・
6
0

◎
水
巻
町
消
防
団
チ
ー
ム

指
揮
者
　
太
田
　
静
夫

一
番
貝
　
品
川
　
　
猛

二
番
員
　
下
田
　
修
二

三
番
員
　
小
出
水
靖
昌

四
番
員
　
井
出
口
政
行

コ
ー
チ
　
安
部
　
茂
樹

補
　
欠
　
増
田
　
博
己

河
川
浄
化
運
動
強
化
月
間

9

月

2

1

日

∵

～

1

0

月

3

1

日

☆
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
…
…

☆
石
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う

○
水
は
私
達
人
間
の
生
命
で
す

○
水
は
私
達
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
、
重
要
な
資
源

の
一
つ
で
す

水
の
使
用
量
は
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
と
い
わ
れ
、
年
と
と
も
に
増
加
し
、

少
し
つ
つ
川
の
汚
染
は
目
立
っ
て
き
て

い
ま
す
。

特
に
現
在
の
川
の
汚
染
の
大
半
は
、

各
家
庭
か
ら
の
雑
排
水
で
す
。
「
合
成

洗
剤
を
や
め
石
け
ん
を
使
う
」
　
「
家
庭

廃
油
を
流
さ
な
い
」
　
「
ゴ
ミ
を
川
に
捨

て
な
い
」
な
ど
は
、
家
庭
で
で
き
る
公

害
対
策
で
す
。

き
れ
い
な
〝
水
″
を
〝
川
″
を
子
に

孫
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
現
代
に
生

き
る
私
達
の
義
務
で
す
。
み
ん
な
で
、

進
ん
で
河
川
の
浄
化
運
動
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

環
境
衛
生
週
間

9
年
2
1
日
～
9
月
㌘
日

生
活
の
向
上
に
つ
れ
て
、
家
庭
や
企

業
な
ど
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
量
は
増

大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
の
種
類

も
増
え
、
燃
や
す
と
有
毒
な
ガ
ス
を
出

す
も
の
な
ど
も
出
て
き
ま
し
た
か
ら
、

捨
て
れ
ば
い
い
、
燃
や
せ
ば
い
い
　
ー

と
単
純
に
考
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た

さ
ら
に
ゴ
ミ
の
廃
棄
は
、
食
中
毒
や

伝
染
病
の
仲
立
ち
と
な
る
ネ
ズ
ミ
や
ハ

エ
、
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の
発
生
と
無
関
係

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
考
え
よ
う
／
み
ん

な
で
な
く
そ
う
、
む
だ
な
ゴ
ミ
。

国

民

健

康

保

険

自
己
負
担
限
度
額
が
改
正

昭
和
五
十
七
年
度
九
月
診
療
か
ら

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
自
己

負
担
限
度
額
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ

れ
ま
す
。

（
改
正
点
）

同
一
病
院
・
医
院
で
一
カ
月
（
暦

月
）
に
四
万
五
千
円
（
昭
和
五
十
八

年
一
月
診
療
か
ら
五
万
一
千
円
）
を

超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
額
に

つ
い
て
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
、
自

己
負
担
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

な
お
、
次
に
該
当
す
る
世
帯
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
三
万
九
千

円
が
自
己
負
担
限
度
額
と
な
り
ま
す

①
町
民
税
が
非
課
税
又
は
免
除
世
帯

（
支
払
請
求
の
方
法
）

支
払
請
求
は
、
病
院
・
医
院
に
支

払
っ
た
自
己
負
担
額
の
「
領
収
書
」

と
「
印
か
ん
」
及
び
「
保
険
証
」
を

持
参
の
う
え
、
役
場
国
民
健
康
保
険

係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。



…1Ⅲ皿　昭和57年9月25日Ⅲ冊ｌ川酬………日用ⅢⅢⅢⅢｌ日間…拙冊　広判己臨転要（4）

九
月
三
十
日
ま
で
、
全
国
一

斉
に
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
運
動
の
一
環
と

し
て
「
標
語
」
と
「
ポ
ス
タ
ー
」

を
小
学
生
か
ら
募
集
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
ご
応
募
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
選
考
の
結
果
次
の
方
が
人

選
さ
れ
ま
し
た
。

○
○
…
…
標
　
　
語
…
…
○
○

吉
田
小
学
校

三
年
　
柳
　
　
ま
り

吉
田
小
学
校

三
年
　
坂
田
ゆ
う
こ

あ
わ
て
る
な
　
む
か
し
は
み
ん
な

あ
る
い
て
た

（
吉
田
小
三
年
　
債
　
桜
子
）

ふ
ざ
け
ず
に
　
き
ち
ん
と
歩
こ
う

通
学
ろ

（
苫
田
小
三
年
　
山
口
ゆ
う
か
）

と
び
出
さ
な
い
　
君
も
私
も

曲
り
角

（
吉
田
小
三
年
　
坂
田
ゆ
う
子
〕

チ
ヨ
ッ
ト
し
た
　
ゆ
だ
ん
が
君
の

じ
こ
の
ま
じ
と

（
吉
田
小
四
年
　
岡
本
慎
太
郎
）

い
そ
い
で
も
　
き
ち
ん
と
待
と
う

青
し
ん
ご
う

（
吉
田
小
四
年
　
椋
毛
　
希
）

登
下
校
　
み
ん
な
で
守
ろ
う

交
通
ル
ー
ル

（
苫
田
小
四
年
　
城
水
常
宏
）

お
父
さ
ん
　
あ
な
た
の
運
転

家
族
を
守
る

（
吉
田
小
五
年
　
松
井
艮
伸
）

う
で
じ
ま
ん
　
今
が
あ
な
た
に

赤
信
号

（
苫
田
小
五
年
　
俵
　
珠
美
）

○
○
…
…
ポ
ス
タ
ー
…
…
○
○

吉
田
小
学
校
六
年
　
松
尾
　
直
博

猪
熊
小
学
校

四
年
　
中
島
　
美
歩

吉
田
小
学
校

五
年
　
柳
　
　
秀
佳
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一

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
競
技
大
会

（
ム

総

合

一
．
位
　
伊
左
座

位
　
机

位
　
伊
左
座

全会ｌ！ｔｌ！！！ｌ全土ｔｌ仕

九
月
十
二
日
、
恒
例
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
競
技
大
会
が
、
吉
田
小
学
校
・
南
中
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
窟
技
種
目
は
、
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
水
泳
、
剣
道
の
四
種
目
。
台
風
の

影
響
を
受
け
突
風
が
吹
く
申
、
各
会
場
は
選
手
の
熱
戦
と
応
援
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
声

援
で
熱
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

11等〒瑚揮ｌ〒亭胃範

◇
剣

道
◇

個
人
戦

∧
四
年
生
∨

一
位
　
原
　
和
弥
　
（
伊
左
座
）

∧
五
年
生
＞

一
位
　
渡
辺
一
二
三
　
（
伊
左
座
）

∧
六
年
生
∨

一
位
　
西
牟
田
国
博
　
（
伊
左
座
）

∧
中
学
一
年
生
∨

一
位
　
小
林
　
孝
弘
　
（
伊
左
座
）

＜
中
学
二
年
生
∨

一
位
　
広
光
一
人
　
（
伊
左
座
）

＜
中
学
三
年
生
＞

一
位
　
疋
田
　
　
敦
　
（
吉
　
田
）

＜
小
学
生
女
子
＞

一
位
　
富
永
　
和
恵
　
（
伊
左
座
）

∧
中
学
生
女
子
∨

一
位
　
大
貝
さ
つ
き
　
（
猪
　
熊
）

団
体
戦

＜
小
学
生
∨

一
位
　
頃
宋
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

二
位
　
伊
左
座
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

∧
中
学
生
∨

一
位
　
伊
左
座
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

二
位
　
頃
宋
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

◇
野
　
　
球
◇

＜
六
年
生
の
部
∨

優
　
勝
　
伊
左
座

準
優
勝
　
吉
田

＜
四
、
五
年
生
の
部
∨

優
　
勝
　
伊
左
座

準
優
勝
　
机

◇
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
◇

∧
六
年
生
の
部
∨

優
　
勝
　
伊
左
座

準
優
勝
　
吉
田

＜
五
年
生
の
部
＞

優
　
勝
　
伊
左
座

準
優
勝
　
頃
末
Ｂ

＜
四
年
生
の
部
∨

優
　
勝
　
伊
左
座

準
優
勝
　
猪
熊

◇
水
　
　
泳
◇

自
由
型
5
0
班

∧
四
年
生
一
位
＞

男
　
越
智
　
健
一

女
　
竹
本
さ
わ
か

∧
五
年
生
一
位
∨

男
　
原
田
　
清
次

女
　
岩
頭
　
広
美

∧
六
年
生
一
位
∨

男
　
大
江
　
祭
文

女
　
田
中
さ
お
り

∧
中
学
生
一
位
∨

男
　
森
田
　
敏
明

平
泳
ぎ
5
0
刑

＜
四
年
生
一
位
∨

男
　
荒
木
　
孝
一

女
　
西
原
ま
ゆ
み

∧
五
年
生
一
位
＞

男
　
今
岡
　
茂
人

女
　
渡
辺
　
美
保

＜
六
年
生
一
位
∨

男
　
間
　
　
置
衡

女
　
山
下
由
季
恵

＜
中
学
生
一
位
∨

男
　
浦
田
　
賢
治

リ
レ
ｌ
競
技

（
伊
左
座
）

（
　
机
　
）

（
猪
　
熊
）

（
猪
　
鮨
）

（
頃
　
未
）

（
　
机
　
）

（
猪
　
熊
）

（
　
机
　
）

（
伊
左
座
）

（
伊
左
座
）

（
伊
左
座
）

（
　
机
　
）

（
猪
　
熊
）

（
　
机
　
）

10　月　の　ス　ポ　ー　ツ

男

一

位
二
位

女

一

位
二
位

机
Ａ
猪
熊
Ａ

机
Ａ
伊
左
座
Ａ

各
団
対
抗
リ
レ
ー

男

　

一

位
二
位

女

　

一

位

日 曜 行　　 事　　 名 会　　　　 場 備　　　　　　　 考

7 木
町民体育館落成記念

町　 民　 体　 育　 館
●40歳未満の部　 ●40歳以上の部

婦人 ビーチボールバレー競技大会 相 迄に教育委員会に申込むこと。 9 時開会

10 日 体育の 目顔技大会
南 中． 吉 田小 運 動 場 壮年ソフ トボール

体 育館 婦人レクバレー

11
月
㈲
町民体育館落成記念
卓球 ・バ ドミントン大会

町　 民　 体　 育　 館
昌富暮 譜 品 に男詣 語

1 4 木 後期ゲー トボール大会 噴末中央ゲー トボール埼 遠賀保健所跡地

17 日 第9 回少年団バ レーボール大会 町　 民　 体　 育　 館

24 日 町民体育館落成記念
ママ さんバ レーボール大会

町　 民　 体　 育　 館

※スポーツ行事のお問合せは、教育委員会社会教育係（201－4321内線723）へ。

不
用
猫
の
受
入
れ

始
め
ま
す

遠
賀
保
健
所

毎
週
木
曜
日
の
午
後

粕
屋
郡
古
賀
町
に
動
物
管
理
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
猪
の
受

入
れ
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

い
ら
な
く
な
っ
た
柘
は
捨
て
な
い
で

遠
賀
保
健
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

受
入
れ
は
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後

に
限
り
ま
す
。
猪
は
丈
夫
な
布
袋
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
手
続
に
印
鑑
が

必
要
で
す
。

寄
付
の
　
お
礼

香
典
返
し
と
し
て
次
の
か
た
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

頃
　
　
宋
　
　
故
梶
野
　
ミ
ヤ
殿

梶
野
　
芳
男
殿

吉
　
田
一
　
故
白
土
タ
ミ
ヨ
殿

白
土
市
太
郎
殿

二
野
間
団
地

お
か
の
台

お
か
の
台

上
二
町
住

梅
ノ
木
団
地

頃
　
　
　
宋

故
矢
野
　
　
暗
殿

矢
野

故
横
山
横
山

故
福
岡
福
岡

故
平
野
平
野

睦
子
殿

竹
治
殿

正
雄
殿

浩
貴
殿

恵
子
殿

直
樹
殿

誠
苦
殿

故
篠
田
　
源
男
殿

篠
田
喜
久
代
殿

故
竹
閻
　
　
博
殿

竹
間
　
恵
子
殿



・・
、
∴
－
し
言
桔
用
∴
∵
．

母
子
手
帳
の
交
付

▽

日

時

　

1

0

月

4

日

1

0

月

1

8

日
午
前
1
0
時

昭和57年9‾月25白　刷附刷冊腑醐刷日用冊ⅢⅢ醐！冊冊！

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、

母
子
手
帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の

説
明
、
個
人
相
談

※
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
1
0

日
以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

㊥
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

㊥
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ

い
。

4
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
1
日
（
金
）

午
後
1
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
酉
別
館

※
4
カ
月
児
（
生
後
1
2
0
日
～
1
5

0
日
）
の
乳
児
に
対
し
て
、
ハ
ガ
キ
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の

届
い
た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
、

母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参
し
て

お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
転
入
等
で
ハ

ガ
キ
が
届
い
て
な
い
万
は
、
衛
生
係
へ

連
絡
し
当
日
お
い
で
下
さ
い
。

7
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
2
5
日
（
月
）

午
後
1
時
～
年
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
対
象
者
　
5
7
年
2
月
1
日
か
ら
5
7
年

3
月
3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
児

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
運
動
発
達
観
察

そ
の
他
個
人
相
談

1
歳
5
カ
月
児
健
康
相
談

▽

日

時

　

1

0

月

4

日

1

0

月

1

8

日 午
後
1
時

～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
対
象
児
　
1
歳
6
カ
月
～

1
歳
8
カ
月
児

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
個
人
相
談

※
受
診
者
に
は
、
歯
科
検
診
無
料
券

を
発
行
い
た
し
ま
す
。

老

　

人

　

検

　

診

▽

日

時

　

1

0

月

1

2

日

1

0

月

1

3

日 1
0
時
～
1
1
時

▽
場
所
　
机
山
荘

▽
対
象
者
　
六
十
五
歳
以
上
の
人

▽
検
査
内
容
　
検
尿
・
血
圧
測
定

個
人
相
談

※
健
康
手
帳
を
、
お
持
ち
の
方
は
必
ず

持
参
く
だ
さ
い
。

糖
尿
病
教
室
を
開
催

糖
尿
病
は
百
万
人
の
病
気
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
何
よ
り
も
食
事

と
運
動
が
大
事
　
－
。
ご
家
族
で
糖
尿

病
治
療
を
さ
れ
て
い
る
方
、
こ
の
機
会

に
糖
尿
病
に
つ
い
て
一
緒
に
勉
強
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

′

▽
日
時
1
1
月
4
日
　
糖
尿
病
の
し
く
み

1
1
月
1
1
日
　
糖
尿
病
と
運
動

1
1
月
1
8
日
　
糖
尿
病
食
実
習
　
Ｉ

1
1
月
2
5
日
　
糖
尿
病
食
実
習
　
Ⅲ

○
受
付
　
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分

▽
場
所
　
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー

▽
料
金
　
無
料

▽
人
数
　
先
着
二
〇
名
ま
で
。

申
込
み
者
に
は
、
食
品
交
換
表
を

さ
し
上
げ
ま
す
。
電
話
で
も
よ
ろ
し

い
の
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

貨
の
詣
震
相
談

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
、
か
た
く
守

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

▽
日
時
　
1
0
月
4
、
1
8
日
、
2
5
日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
水
巻
町
「
町
民
会
館
」

▽
主
催
　
水
巻
町
社
会
福
祉
協
議
会

ゝ
ｌ
≡
－
・
′
ヽ
・
ヽ
ｌ
≡
一
・
’
ヽ
′
ヽ
≡
一
－
．
ヽ
ｒ
ｌ
－
（
．
≡
≡
’
ヽ
′
ヽ
≡
一
ｌ
－
ヽ
く
く
．
≡
≡
ヽ
く
一
く

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
請
求
の
時
効

特
別
給
付
金
法
に
よ
り
、
戦
傷
病
者

等
の
妻
に
対
し
特
別
給
付
金
が
支
給
き

れ
ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る
人
は
、
そ

の
請
求
の
期
限
が
昭
和
五
十
七
年
九
月

三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
は
請
求
す
る
権
利
を
失
い

ま
す
の
で
、
期
日
厳
守
の
う
え
、
役
場

社
会
課
民
生
係
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。◎

戦
傷
妻
特
給
（
継
続
は
号
）

盾
和
四
十
四
年
十
月
一
日
に
発
行
国

債
「
は
」
号
の
受
給
権
を
取
得
し
、
昭

和
五
十
四
年
十
月
一
日
に
お
い
て
傷
病

恩
給
等
受
給
中
の
傷
病
者
等
の
要
。

○
増
加
恩
給
、
障
害
年
金
等

（
1
款
症
以
上
）
　
3
0
万
円

≡
－
－
ゝ
ゝ
ｌ
≡
≡
〉
く
一
≡
三
ヽ
【
（
一
≡
1
．
．
＞
ゝ
ｒ
ヽ
≡
1
－
．
～
く
≡
－
1
－
ｉ

く、〈′ｌ日．〈′、′－順．へ〈′＝．一一ノ、”…′－＜′1－仙“’用”－〝、′

特別法令講習会

一
年
以
内
に
免
許
更
新
を
さ
れ
る
万

は
、
こ
の
特
別
法
令
講
習
を
受
け
る
と

免
許
更
新
当
日
試
験
場
に
お
け
る
法
令

講
習
会
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
免
許
証
を

お
持
ち
の
万
は
受
講
し
て
下
さ
い
。

▽
日
時
　
1
0
月
1
3
日
　
午
後
7
時
か
ら

▽
場
所
　
水
巻
町
「
町
民
会
館
」

※
駐
車
場
は
役
場
の
駐
車
場
を
ご
利

用
下
さ
い
。

≡
．
－
ゝ
【
（
一
ｌ
≡
．
，
’
ゝ
ヽ
≡
1
－
ｉ
ヽ
‘
ヽ
≡
≡
ヽ
ｒ
～
，
≡
－
－
．
～
ｌ
・
≡
1
－
－
ヽ
く
く
≡
≡

′
．

○
傷
病
年
金
、
障
害
年
金
等

（
2
－
5
款
症
）
　
1
5
万
円

◎
戦
傷
妻
特
給
（
改
正
い
号
）

昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
以
降
妻
と

な
っ
た
者
、
又
は
同
日
以
後
に
じ
後
重

症
に
よ
り
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日

に
傷
病
恩
給
等
を
受
け
て
い
た
者
の
妻

及
び
満
洲
移
民
で
あ
っ
た
者
の
妻
。

○
増
加
恩
給
、
障
害
年
金
等

（
1
款
症
以
上
）
　
　
5
万
円

0
傷
病
年
金
、
障
害
年
金
等

（
2
～
5
款
症
）
2
万
5
千
円

文
化
祭
観
菊
短
歌

作
品
募
集

雑
詠
一
首
を
ハ
ガ
キ
に
書
き
、
1
0
月

2
0
日
ま
で
に
水
巻
町
教
育
委
員
会
あ
て

お
送
り
下
さ
い
。

◎
短
歌
大
会

日
時
　
1
1
月
5
日
　
午
前
1
0
時
か
ら

会
場
　
水
巻
町
「
町
民
会
館
」

賞
　
大
会
賞
、
町
長
賞
、
議
長
賞

教
育
委
員
会
賞
、
新
聞
社
賞

参
加
賞
な
ど

※
当
日
欠
席
の
方
は
、
授
賞
の
対
象

外
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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巡
回
婦
人
相
談
の
お
知
ら
せ

福
岡
県
婦
人
相
談
所
で
は
、
婦
人
が

か
か
え
て
い
る
悩
み
ご
と
や
問
題
の
相

談
に
応
じ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
巡
回

婦
人
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

一
、
期
日
　
1
0
月
1
4
日
　
1
0
時
～
1
5
時

二
、
会
場
遠
賀
町
中
央
公
民
館

三
、
相
談
内
容

Ｈ
家
庭
内
外
の
紛
争
に
つ
い
て
の
相

談
日
結
婚
、
夫
婦
間
の
問
題
、
男
女
間

の
問
題
な
ど
の
相
談

日
離
婚
問
題
な
ど
の
相
談

伺
家
出
、
浮
浪
女
子
等
に
つ
い
て
の

相
談

田
子
ど
も
の
こ
と
、
娘
の
素
行
が
意

く
困
っ
て
い
る
な
ど
の
相
談

的
家
庭
経
済
に
つ
い
て
の
相
談

ｉ

ｉ

ｌ

ｌ

一

－

㈹
過
去
の
あ
や
ま
ち
か
ら
立
ち
な
お

り
た
い
。
ま
た
は
誘
惑
か
ら
逃
れ

た
い
等
の
相
談

的
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と
や

身
の
ふ
り
方
に
つ
い
て
の
相
談

四
、
対
象
者
一
般
家
庭
婦
人

五
、
巡
回
相
談

相
談
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
開

催
地
の
受
付
に
お
い
て
、
相
談
担
当

者
に
呈
示
し
、
法
務
局
、
婦
人
相
談

員
ご
と
に
相
談
内
容
に
よ
り
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

▽
試
験
日
　
1
1
月
7
日
（
日
）

▽
種
　
別
　
甲
種
、
乙
種
（
第
4
、
5

6
類
）
及
び
丙
鐸

▽
会
　
場
　
北
九
州
大
学

▽
板
書
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

北
九
州
市
消
防
局

1

0

月

1

2

Ｒ

Ｔ

（

1

0

月

1

3

日

福
岡
県
消
防
防
災
課

1

0

月

1

4

日

～

1

0

月

1

5

日

※
受
験
願
書
は
、
遠
賀
郡
消
防
本
部
で

交
付
し
て
い
ま
す
。

◎
試
験
準
備
講
習
会

▽
講
習
日
　
1
0
月
2
6
日
（
火
）

▽
場
　
所
　
芦
屋
町
町
民
会
館

▽
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

0

1

0

月

1

2

日

～

1

0

月

2

6

日

○
遠
賀
郡
消
防
本
部

防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

▽
日
時
　
1
1
月
1
0
日
～
1
1
日

両
日
と
も
9
時
～
1
6
時
ま
で

▽
会
場
　
遠
貿
郡
消
防
本
部
講
堂

▽
対
象
者
　
防
火
管
理
者
を
必
要
と
す

る
事
業
所
の
関
係
者

▽
申
込
方
法

（
水
巻
町
青
少
年
競
書
大
会
参
加
作
品
募
集

十
月
二
十
四
日
、
頃
末
小
学
校
に
お

い
て
第
二
十
一
回
青
少
年
羞
書
大
会
が

開
か
れ
ま
す
。
そ
の
参
加
作
品
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。
多
数
の
出
品
を

し
て
下
さ
い
。

▽
課
題小
学
校
一
年
生
　
「
つ
き
」

小
学
校
二
年
生
　
「
く
り
の
み
」

小
学
校
三
年
生
　
「
た
か
い
山
」

小
学
校
四
年
生
　
「
名
月
」

笥

ｄ

　

◇

　

◇

　

ｇ

－

…

1
0
月
1
4
日
か
ら
2
0
日
ま
で
に
写
真

一
枚
と
テ
キ
ス
ト
代
三
千
円
を
添
え

て
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
へ
申
込

み
下
さ
い
。

※
評
細
は
、
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課

（

舎

2

9

3

・

1

2

3

1

）

に

問

い
合
せ
下
き
い
。

小
学
校
五
年
生
　
「
秋
空
」

小
学
校
六
年
生
　
「
紅
葉
」

中
学
校
一
年
生
　
「
美
術
工
芸
」

中
学
校
二
年
生
　
「
燈
下
読
書
」

中
学
校
三
年
生
　
「
燈
下
読
書
」

▽
応
募
規
格

○
書
体
は
全
学
年
と
も
「
か
い
書
」

で
書
く
こ
と
。

○
名
前
は
小
学
三
年
生
ま
で
は
ひ
ら

が
な
で
、
四
年
生
以
上
は
漢
字
で

書
く
こ
と
。

○
用
紙
規
格
は
、
当
本
部
よ
り
選
手

一
人
に
五
枚
あ
て
配
布
し
ま
す
。

こ
れ
以
外
の
用
紙
の
出
品
は
認
め

ま
せ
ん
。

▽
申
し
込
み

十
月
十
五
日
ま
で
に
、
各
地
区
の

公
民
館
長
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

水

巻

町

職

員

募

集

水
巻
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

▽
採
用
予
定
人
員

〇
一
般
事
務
職
員
　
若
干
名

○
保
　
　
母
　
　
若
干
名

▽
受
験
資
格

の
昭
和
3
4
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
0

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

但
し
、
保
母
に
つ
い
て
は
、
保

母
資
格
を
有
す
る
者
及
び
昭
和
5
8

年
4
月
1
日
現
在
で
資
格
取
得
見

込
み
の
者
。

用
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

ア
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

イ
地
方
公
務
員
法
第
1
6
条
に
該
当
す

る
者

▽
第
一
次
試
験

日
試
験
内
容

ア
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知

識
お
よ
び
知
能
に
つ
い
て
択
一
式

に
よ
る
筆
記
試
験
を
高
等
学
校
卒

業
程
度
で
行
な
い
ま
す
。

イ
保
母
は
、
教
養
試
験
の
は
か
に
専

門
試
験
を
行
な
い
ま
す
。

脚
日
時
、
場
所

ア
日
時
　
昭
和
5
7
年
1
1
月
7
日

1
0
時
～
1
2
時
　
　
教
養
試
験

1
3
時
～
1
4
時
3
0
分
　
専
門
試
験

○
受
付
は
9
時
か
ら
行
な
い
ま
す

イ
場
所
　
岡
垣
町
民
体
育
館

▽
受
験
手
続
お
よ
び
受
付
期
間

の
申
込
先
水
巻
町
役
場
総
務
課
人
事
係

は
受
付
期
間

9

月

1

3

日

～

1

0

月

9

日

平
日
8
時
3
0
分
～
1
7
時
ま
で

土
曜
日
は
1
2
時
ま
で

▽
申
込
の
方
法

申
込
用
紙
は
水
巻
町
役
場
総
務
課

人
事
係
で
交
付
を
受
け
、
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お

写
真
は
受
験
票
に
は
、
は
ら
ず
に
提

出
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
試
験
の
問
い
合
せ
は
水
巻
町
役

場
総
務
課
人
事
係
（
魯
2
0
1
・
4

3
2
1
）
で
お
答
え
し
ま
す
。

ｔ

一

ｔ

’

ｕ

＿

＿

＿

‘

‘

＿

＿

＿

‘

－

．

＿

＿

＿

＿

ｈ

ｔ

ｔ

＿

＿

＿

．

．

＿

＿

‘

ｔ

’

ｔ

ｔ

＿

＿

＿

＿

＿

’

ｔ

‘

ｕ

ｔ

＿

ｔ

一

．

＿

ｔ

け

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

Ｒ

ｔ

ｔ

一

’

一

昭
和
五
十
七
年
度
畜
犬
登
録
と
第
二
　
登
録
を
済
ま
せ
た
犬
は
第
二
回
（
秋
期

回
（
秋
期
〕
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
　
）
は
狂
犬
病
の
予
防
注
射
だ
け
で
す
。

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
も
れ
な
く
受
け
　
　
料
金
　
登
録
料
　
二
、
一
〇
〇
円

て
く
だ
さ
い
。
第
一
回
（
春
期
）
畜
犬
　
　
　
　
注
射
料
一
、
〓
八
〇
円

畜犬登録・狂犬病予防注射
実 施 可　 場　 所 】 時　 間

10月6 日　吉田一公民館 10 ：00～11 ：30

（水） 監 禁 鵠 豊 霊

10月7 日　猪熊町住公民館 10 ：00－11 ：30

（木） 禁 霊 滑 悪 霊 霊

10怒 日桓 民 会 館 可 13：30－15：00

※なお、この日程に洩れた犬は10月29日（金）
13：30｝15：00まで、水巻町町民会館前にて
実施します。
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国

民

年

金

の

受

給

者

心

得

1冊‖…冊

氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
と
年
金

証
書
の
紛
失
、
き
損
し
た
場
合
の
手
続

は
次
の
と
お
り
で
す
。

氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
時

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
又
は
、
通
算

老
齢
年
金
を
う
け
て
い
る
方
の
氏
名
に

変
更
の
あ
っ
た
時
の
手
続
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
年
金
を
う
け
て
い
る
方
が

婚
姻
・
離
婚
、
な
ど
に
よ
り
、
氏
名
が

か
わ
っ
た
時
、
又
は
、
氏
名
の
フ
リ
ガ

ナ
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
時

は
、
国
民
年
金
老
齢
（
通
算
老
齢
）
年

金
受
給
権
者
氏
名
変
更
届
（
以
下
「
氏

名
変
更
届
」
と
い
う
）
を
氏
名
の
変
更

等
の
事
実
が
あ
っ
た
日
か
ら
1
4
日
以
内

に
、
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

こ
の
氏
名
変
更
届
の
用
紙
は
、
社
会
保

険
事
務
所
、
町
役
場
の
窓
口
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。
こ
の
氏
名
変
更
届
の
提

出
先
は
社
会
保
険
庁
業
務
第
二
課
と
な

っ
て
い
ま
す
。
氏
名
変
更
届
は
必
要
な

事
を
記
載
し
た
の
ち
、
か
な
ら
ず
町
役

場
で
証
明
を
う
け
て
下
さ
い
。
た
だ
し

単
に
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
が
誤
っ
て
い
る

時
は
証
明
を
う
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
町
長
の
証
明
を
う
け
た
の
ち
は
、

氏
名
変
更
届
に
年
金
証
書
を
添
え
て
担

出
し
て
下
さ
い
。
氏
名
変
更
届
が
社
会

保
険
庁
業
務
第
二
課
に
提
出
さ
れ
ま
す

と
、
審
査
の
う
え
、
国
民
年
金
原
簿
の

氏
名
の
変
更
の
処
理
を
行
い
、
変
更
後

の
氏
名
に
よ
る
年
金
証
書
を
作
成
し
、

年
金
を
う
け
て
い
る
方
に
送
付
し
て
い

ま
す
。氏
名
変
更
の
手
続
き
に
よ
り
、
氏
名

が
変
更
さ
れ
る
と
、
以
後
の
年
金
の
支

払
い
は
変
更
後
の
氏
名
で
お
こ
な
わ
れ

ま
す
の
で
年
金
の
支
払
い
が
確
実
に
お

こ
な
わ
れ
る
よ
う
年
金
を
う
け
と
っ
て

い
る
支
払
機
関
な
ど
に
も
、
届
出
し
て

い
る
氏
名
の
変
更
を
か
な
ら
ず
行
っ
て

下
さ
い
。

年
金
証
書
を
紛
失

ま
た
は
き
損
し
た
と
き

年
金
証
書
は
、
年
金
を
う
け
る
こ
と

が
出
来
る
権
利
を
証
明
す
る
大
切
な
書

類
で
あ
り
、
年
金
の
支
払
い
を
う
け
る

と
き
や
、
い
ろ
い
ろ
な
届
出
を
す
る
場

合
に
必
要
と
な
り
ま
す
由
で
、
大
事
に

保
管
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
い
か
に
大
事
に
保
管
し
て
い

る
場
合
で
も
災
難
な
ど
に
よ
り
紛
失
又

は
き
損
し
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
再
度
交

付
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

そ
の
手
続
き
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

年
金
証
書
を
紛
失
又
は
、
き
損
し
た
と

（

き
は
、
国
民
年
金
老
齢
（
通
算
老
齢
）

年
金
証
書
再
交
付
申
請
書
（
以
下
「
年

金
証
書
再
交
付
申
請
書
」
と
い
う
。
）

を
、
社
会
保
険
庁
業
務
第
二
課
へ
す
み

ゃ
か
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
こ
の
年
金

証
書
再
交
付
申
請
書
の
用
紙
は
、
社
会

保
険
事
務
所
、
又
は
町
役
場
の
窓
口
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
年
金
福
祉

事
業
団
よ
り
年
金
を
担
保
に
貸
付
を
う

け
て
い
る
場
合
に
は
年
金
証
書
の
再
交

付
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
又
、
次
の
よ

ぅ
な
場
合
に
再
交
付
の
申
請
を
す
る
方

が
い
ま
す
が
、
再
交
付
の
申
請
は
不
要

で
す
の
で
注
意
し
て
下
き
い
。

①
　
年
金
証
書
の
発
行
年
月
日
が
古

く
な
っ
た
場
合

（
古
く
て
も
失
権
す
る
ま
で
有
効

㊥
　
年
金
額
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

（
改
定
通
知
書
、
支
給
額
変
更
通

知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

⑨
　
住
所
を
変
更
し
た
場
合

④
　
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
が
、
す

で
に
氏
名
変
更
届
を
提
出
し
て
い

る
場
合
き
損
に
よ
り
年
金
証
書
の
再
交

付
を
う
け
る
と
き
は
、
き
損
し
た

年
金
証
書
を
必
ず
再
交
付
申
請
書

に
添
付
し
て
下
さ
い
。

な
お
年
金
証
書
は
、
場
所
を
き
め
、

確
実
に
保
管
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

梅
ノ
木
団
地

入
居
者募
集

▽
所
在
地
　
水
巻
町
梅
ノ
木
団
地

▽
構
　
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

5
階
窪

▽
申
込
受
付
期
間

9
月
2
7
日
か
ら
先
着
頓
受
付

▽
申
込
方
法

公
団
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
住
宅
・
都
市
整
備
公
団

北
九
州
営
業
所
（
〒
8
0
3
　
北
九

州
市
小
倉
北
区
金
田
一
丁
目
一
番
四

号
）
に
提
出
し
て
下
き
い
。

▽
申
込
用
紙
配
布
場
所

9
月
2
0
日
か
ら
住
宅
・
都
市
整
備

公
団
北
九
州
営
業
所
又
は
水
巻
町
役

場
で
配
布
し
ま
す
。

▽
入
居
予
定
　
5
7
年
1
0
月
下
旬

今回募集戸数・型式・家賃等

型　 式

専　 用

床面積 階　 層

募集

戸数

家　　　　　　　　　　 賃 敷　　　 金

入 居 日 58年4 月 5時 相 60年 4 月 飢年川 以降

敷金の額

入 居 時

（ポ） （階） （戸） 1

58年 3 月

1

59年3 月

1

60年 3 月

1

61年 3 月

（芸誓 霊）
支 払 額

ｌＤＫ 42 、18 1 6 19 ，60 0 2 0 ，60 0 2 1 ，7 00 22 ，9 00 24 ，10 0 7 2 ，30 0 58 ，8 00

3 ＤＫ 封 ．64

2 ～4 1 2 3 5 、90 0 3 8 ，30 0 4 0 ，9 00 4 3 ，6 00 46 ，5 00 13 9 ，50 0 10 7 ．7 00

5 4 34 ，8 0 0 3 7 ，20 0 3 9 ，80 0 4 2 ，5 00 45 ，4 00 13 6 ，20 0 10 4 ，4 00

折
尾
駅
前
の
再
開
発
に
着
工

自
動
車
の
乗
入
れ
を
ひ
か
え
て
下
さ
い
／

北
九
州
市
で
は
、
か
ね
て
よ
り
折
尾

駅
前
広
場
の
拡
張
整
備
、
新
々
堀
川
の

改
修
、
駅
前
商
店
街
の
近
代
化
な
ど
を

行
う
た
め
市
街
地
再
開
発
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

9
月
中
旬
頃
か
ら
、
再
開
発
ビ
ル
の

建
築
工
事
に
か
か
り
ま
す
の
で
、
駅
前

は
工
事
用
車
両
の
運
行
が
頻
繁
に
な
り

ょ
り
一
層
の
交
通
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

（

車
を
利
用
さ
れ
る
方
に
は
、
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
で
き
る
だ

け
折
尾
駅
前
へ
の
乗
り
入
れ
を
避
け
、

近
く
の
道
路
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
工
期
は
昭
和
五
十
八
年
十
月

ま
で
の
予
定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
北
九
州
市
都
市

計
画
局
開
発
部
折
尾
再
開
発
事
務
所
（

蜜

6

0

3

・

7

4

7

7

）

へ
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水
巻
駅
自
転
車
駐
車
場

の
計
画
決
定
案
の
縦
覧

－、

水
巻
都
市
計
画
「
水
巻
駅
自
転
車
駐

車
場
」
の
計
画
決
定
案
の
縦
覧
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間
　
1
0
月
1
日
～
1
0
月
1
4
日

平
　
日
　
8
時
3
0
分
～
1
7
時

土
曜
日
　
8
時
3
0
分
～
正
午

（
日
・
祭
日
を
除
く
〕

▽
縦
覧
場
所

水
巻
町
役
場
謹
設
諜
都
市
計
画
係

▽
決
定
案
区
域

水
巻
駅
自
転
車
駐
車
場
（
水
巻
町

大
字
頃
末
字
御
猟
牟
田
四
八
四
の

一
－
五
〇
六
二
）

約
二
　
〇
八
〇
が

講演会

「行政改革の役割

と日本経済」

抵調第4部会長　加藤　寛　氏

遠
賀
郡
四
町
の
商
工
会
で
は
、
現
在

臨
時
行
政
調
査
会
の
第
四
部
会
長
と
し

て
ご
活
躍
の
慶
応
義
塾
大
学
教
授
加
藤

寛
先
生
を
招
い
て
「
行
政
改
革
の
役
割

と
日
本
経
済
」
と
超
し
て
、
講
演
会
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

聴
講
ご
希
望
の
方
は
、
指
定
席
券
を

発
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
九
月
三
〇
日

ま
で
に
水
巻
町
商
工
会
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
定
員
に
な
り
ま
し
た
ら
お
こ

と
わ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
日
時
　
1
0
月
1
1
日
（
月
）

午
後
ｌ
時
か
ら

▽
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

｛山．ｌ4－・ｈ．．．日．一．．．．．．一．山．．．…．一一一．一．．．．日．．．．一・一・一一．‥－．．一．．ｈ一．一．．－・ｌ山．ｌ．－．4…．ｌ．ｔ．山

なかとみ　だいすけ

中富　大輔ちゃん
昭和56年10月2日生

（雫謡）さんの長男

あんよも上手になりました0

風が吹いただけでとても幸せそ

うな顔をします。今の新鮮な心　亘

をいつまでも持ち掛ナてね0

たにぐち　えり

谷口　栄里ちゃん
昭和56年12月13日生

（高雲）さんの長女

生まれた時は、1835ダの未熟

児－。今では男の子より活発で

目が離せないほど元気です0心

ー
Ⅰ
一
1
．
＿
．
－
1
ｉ
ｔ
Ｊ
．
Ⅰ
一
－
一
＿
．
＿
．
．
ｔ
．
．
ｔ
一
、
．
－
．
一
、
－
－
．
．
．

幸　のやさしい人に育ってね。

（猪熊831番地）　（サニーニュタウン12の8）
－．11，ヽ，．ｌ．1【．．－．1．1川．車．．叩．．．ｔ…．Ｍ．－．叩．…．－．．…叩．”■叩．叩．．．－．．い．ｔＰｌＨｌ一日Ｐｔ．ｔｌ．．叩ｔ

水
巻
短
歌
会
作
品

幾
年
を
野
菜
作
り
の
詳
細
な
吾
れ
が
記
録
の
い
つ
ま
で
続
く
や

幾
人
か
友
を
亡
く
せ
し
原
爆
の
か
の
日
の
如
き
け
ふ
の
夏
雲

け
む
り
寸

夕
立
に
雨
宿
り
せ
る
人
の
吸
う
煙
草
の
煙
は
す
だ
れ
透
き
く
る

沖
の
畠
に
漁
せ
し
人
か
次
つ
ぎ
に
小
舟
を
漕
ぎ
て
帰
り
く
る
見
ゆ

じ
ご
さ

夕
さ
れ
ば
厨
に
姐
板
の
音
た
て
て
独
り
の
食
の
野
菜
を
き
ざ
む

に
じ
テ
レ
ビ
映
す
原
爆
忌
日
の
黙
祷
に
お
の
ず
と
診
む
吾
が
滑
落
つ

つ
ぎ
つ
ぎ
に
急
ぎ
戻
れ
る
漁
船
に
は
家
に
子
ら
ま
つ
歓
び
あ
ら
む

夜
の
花
火
は
て
に
し
後
の
む
な
し
さ
よ
帰
途
の
車
に
黙
し
っ
つ
居
る

広
島
の
原
爆
記
念
の
碑
に
仔
て
ば
像
の
た
だ
れ
に
血
の
引
く
恩
ひ
す

こ
ぞ
去
年
の
秋
庭
に
鳴
き
ゐ
し
こ
は
ろ
ぎ
の
子
な
る
や
似
た
る
声
の
き
こ
ゆ
る

ま
と
ま
ら
ぬ
歌
に
な
や
む
も
体
調
の
ゆ
ゑ
か
と
思
う
た
そ
が
れ
刻
を

戦
ひ
に
敗
れ
し
時
に
も
炎
え
て
ゐ
る
し
爽
竹
桃
あ
り
き
原
爆
忌
く
る

夫
眠
む
る
ビ
ル
マ
の
土
は
麟
み
敢
え
ず
下
賜
さ
れ
し
煙
草
に
ビ
ル
マ
を
偲
ぶ

引
揚
げ
の
亡
母
に
も
ら
ひ
し
桐
た
ん
す
明
治
二
十
年
と
墨
の
跡
あ
り

ふ
〃
く

ケ
ロ
イ
ド
を
語
る
は
辛
Ｌ
と
長
袖
に
匿
せ
し
友
の
十
三
回
忌
来
る

へ橋
の
上
に
仔
ち
て
挑
む
る
遠
花
火
夏
の
な
ご
り
と
患
ひ
て
寂
し
む

つ
い
す
み
か

移
り
き
て
親
し
む
友
の
な
き
ま
ま
に
路
の
棲
処
と
こ
こ
ろ
定
め
む

か
つ
向
日
葵
と
嘗
て
ま
ち
が
へ
ゐ
し
桐
の
今
年
は
じ
め
て
育
実
を
つ
け
ぬ

い
ま
ｌ

’
＿

煙
草
好
き
の
兄
は
臨
終
に
ポ
ケ
ッ
ト
の
煙
草
欲
し
が
り
吸
ひ
て
死
に
に
き

か年
金
を
貰
ひ
し
吾
は
桃
ぶ
ど
う
孫
に
購
ひ
き
て
卓
に
並
ぶ
る

お
の
ず
か
ら
秋
深
か
み
ゆ
く
川
の
洲
に
暗
く
水
鳥
の
影
は
見
え
ず
も

猪猪立古頃吉頃猪み立　頃古上頃垣苦み苦　言
熊　屋　　　　　　ず星机　　　　　　ず　机
町熊敦賀末田未熊は敷　末賀二末添田は田　田
住

山岩耗

田井本

ス　なみ
ガ　ち
ノ　ええ

古
賀
山

坂
　
梨

田大津柴中本行渋小同書徳上山浅小

井崎坂王田
波
申多田田山塚徳田杯

ナ

　

ツ

サ
カ
ヱ

延
　
子

フ
　
　
ミ

き

　

よ

満
寿
美

ヲ
セ
ツ

照
　
子

滝
　
子

三
代
子

君
　
枝

は
る
え

和
　
子

睦
　
子

連
　
子操
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□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

／‘、

□
編
　
集
水
拳
町
総
務
課
（
電
2
0
1
－
4
3
2
1
）

ク、

10月のし尿汲取予定日

1日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

2日　頃宋（1、7、8、16区）、林住宅、富田
三（垣添町住）、猪鮨

4日　頃末（22、23区）、吉田二6区、吉田三5
区、猪熊

5日　頃末（22、24区）、吉田二（1、2区）、

吉田三（2、5、6区）、猪熊、15日まわ

り（環境整備）
6日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、15

日まわり（太洋社）、猪熊、新生街（山ノ

ロ団地）、頃末（15、25区）
7日　吉田三（緑風園）、猪熊、頃末（松栄荘、

18区）

8日　頃末（17、19、20、21区）、頃宋（松栄荘）
美吉野、頃宋（5、12、13区）

ｇ日　頃末（9、10、20、21区、みずまき苑）、

下二、伊左座、立屋敷、美吉野、頃末（5、
12、13区）

12日　富田一（4、5、6、7、8、9区、吉田

工場団地）、二、下二、吉田二（1、8区、
川端通り、本村）、美吉野、頃末（6、11、
14区）

13日　吉田二（3、5、6、13、14、15、16区）、
二、頃末（6、11、14区）

広
域
行
政
組
合
関
連
企
業

（
有
）
浄
水
管
理

職
鼻
募
集

☆
社
長
付
運
転
手
（
男
）

①
管
理
職
級
の
人
で
4
0
歳
ま
で

㊥
7
時
半
～
1
6
時
半
ま
で
勤
務

㊥
月
収
　
2
0
万
円
以
上
、
賞
与
年
2

回
、
各
種
保
険
あ
り

☆
転
い
経
理
事
務
員
（
女
）

①
3
5
歳
ま
で
の
女
性

◎
8
時
～
1
7
時
ま
で
勤
務

㊥
月
収
　
1
2
万
円
以
上
、
賞
与
年
2

回
、
各
種
保
険
あ
り

○
入
社
ご
希
望
の
方
は
「
履
歴
書
一
通

」
を
（
有
）
浄
水
管
理
（
芦
屋
町
粟

屋
）
に
郵
送
く
だ
さ
い
。

お

知

ら

せ

軽
い
場
合
は
座
っ
た
り
、
横
に
な
っ

た
り
し
て
、
じ
っ
と
し
て
い
れ
ば
、

じ
き
に
治
り
ま
す
。
し
か
し
原
因
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
専
門
医

の
受
診
が
必
要
で
す
。
ふ
だ
ん
の
生

活
で
は
次
の
よ
う
な
点
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

▽
子
供
や
°
Ｌ
の
場
合
△

脳
貧
血
は
、
夜
ふ
か
し
や
朝
寝
の

た
め
に
朝
食
抜
き
で
登
校
す
る
小
中

学
生
や
、
〝
美
容
″
の
た
め
に
朝
食

抜
き
で
仕
事
に
出
か
け
る
Ｏ
Ｌ
た
ち

藍
目
ま
い
、

立
ち
く
ら
み

な
ど
、
い
わ

ゆ
る
脳
貧
血

に
よ
っ
て
起

き
る
症
状
は

□
印
　
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
辻

14日　吉田二（3、4、6、7、8、9区、イワ

ゼ町住）、吉田一3区（月夜待）、宮ノ下、
机社宅、古賀、新生街

15日　下二町住、二町住、吉田一3区（商店街）、
吉田三（車返し）、古賀、机

16日　吉田団地（37～43、46－52棟）、二町住、

古賀、机

18日　吉田団地（19－22、27～36、44、45、53～

57、94～101棟）

19日　吉田団地（1－6、8～10、16～18、23～

26、60～65、83～85、102～113棟）、樋口
（卯月、中井樋口〕

20日　富田団地（7、11～15、66～73、76－82、

86－93、105、108棟）、猪熊町住、15日ま
わり（環境整備〕

21日　下二（1、2、3区）、吉田団地分譲、15

日まわり（太洋社）、古賀県住

22日　二（1、2区、野間町住）、吉田二本村
23日　二、伊左座、樋口

25日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下

二（4、10区、双葉荘）、猪熊

26日　下二（5、6、7区）、伊左座（3、5区
）、猪熊

27日　みずほ団地、猪熊、樋口

28日　みずほ団地、樋口（赤水、川端通り）

順
　
に
よ
く
起
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
ふ
だ
ん
の
食
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

′．

ヽ

ノ

之

≦

ヽ

ヽ

ヽ

≡

ｌ

－

・

ｌ

ヽ

三

≡

，

ｉ

、

三

≡

1

～

≧

≡

～

之

・

芸

、

く

く

≡

－

1

．

，

～

、

≡

1

－

．

、

く

く

三

≡

、

′

～

一

≡

－

1

～

く

童

～

く

く

ー

ｌ

≡

・

ｉ

く

≡

、

く

く

≡

≡

、

く

く

三

≡

、

ぎ

、

ｌ

ｌ

≡

ｌ

、

く

≦

≡

．

、

く

く

≡

≡

Ｌ

▽
若
い
女
性
や

妊
産
婦
の
場
合
△

貧
血
、
た
と
え
ば
鉄
欠
乏
性
貧
血

の
た
め
に
、
目
ま
い
、
立
ち
く
ら
み

が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
医
師

の
指
導
の
も
と
に
鉄
剤
を
服
用
す
る

の
も
当
然
の
手
当
て
で
す
が
、
そ
れ

朝
食
は
午
前
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と

規
則
正
し
く
き
ち
ん
と
摂
り
ま
し
ょ

ーつ。

事
の
と
り
万
で
す
。

レ
バ
ー
や
赤
身
の
肉
、
卵
、
牛
乳

乳
製
品
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、
小
松
菜
、

ピ
ー
マ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
鉄
分
や

良
質
の
た
ん
ば
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

・
Ｃ
な
ど
を
多
く
と
る
よ
う
に
つ
と

め
ま
し
ょ
う
。

▽
成
人
病
の
場
合
も
△

高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
心
臓
病
な

ど
い
わ
ゆ
る
成
人
病
が
原
因
で
起
き

る
場
合
も
あ
り
、
日
ま
い
が
治
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
大
丈
夫
だ
と
思
い

そ
の
ま
ま
が
ん
ば
っ
て
い
る
う
ち
に

倒
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
高
年
者
は
、
必
ず
血
圧
や
心
電
図

や
眼
底
検
査
な
ど
、
定
期
的
に
成
人

病
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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出
題
　
武
宮
　
正
樹

白
先
　
黒
死
七
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
…
ダ
メ
ヅ
マ
リを
ね
ら
う

五
分
で
解
け
れ
ば
初
段

十
分
で
解
け
れ
ば
二
級


